
源
頼
朝
に
厚
遇
さ
れ
た
鎌
倉
武
士

毛も

ろ呂
季

す

え

み

つ光

特
集

毛
呂
山
人
物
伝

毛
呂
季
光
が
生
き
た
時
代
の
年
表

保ほ
う
え
ん延

３
年
（
１
１
３
７
）

◆
毛
呂
季
光
、
こ
の
頃
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る

久
き
ゅ
う
あ
ん安

３
年
（
１
１
４
７
）

源
頼
朝
、
義
朝
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
母
は

熱
田
大
宮
司
藤
原
季す

え
の
り範

の
女

保ほ
う
げ
ん元

元
年
（
１
１
５
６
）

保
元
の
乱
／
崇
徳
上
皇
、
讃
岐
国
（
現
香
川
県
）

へ
配
流
さ
れ
る

平へ

い

じ治
元
年
（
１
１
５
９
）

平
治
の
乱
／
平
清
盛
、
藤
原
信
頼
・
源
義
朝
ら
を

破
る

永
え
い
り
ゃ
く暦

元
年
（
１
１
６
０
）

源
頼
朝
、
伊
豆
国
（
現
静
岡
県
）
へ
配
流
さ
れ
る

仁に
ん
あ
ん安

２
年
（
１
１
６
７
）

平
清
盛
、
従
一
位
太
政
大
臣
に
昇
進
す
る

治じ
し
ょ
う承

４
年
（
１
１
８
０
）

源
頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
す
る

◆
源
頼
朝
が
相
模
大
倉
郷
の
新し

ん
だ
い第

に
移
る
際
、
毛

呂
季
光
が
頼
朝
の
御ぎ

ょ

が駕
に
供ぐ

ぶ奉
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

寿じ
ゅ
え
い永

２
年
（
１
１
８
５
）

平
家
、
壇
ノ
浦
に
滅
ぶ

文ぶ

ん

じ治
２
年
（
１
１
８
６
）

◆
源
頼
朝
、
毛
呂
季
光
を
豊ぶ

ん

ご後
（
現
大
分
県
な
ど
）

国
司
に
推
挙
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

◆
毛
呂
季
光
、
鎌
倉
に
出
府
し
、
頼
朝
に
盃は

い
し
ゅ酒

を

献
ず
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

文
治
４
年
（
１
１
８
８
）

◆
源
頼
朝
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
大だ

い

ほ

う

え

法
会
に
臨
む
。
毛

呂
季
光
ら
こ
れ
に
随
う
（
『
吾
妻
鏡
』）

文
治
５
年
（
１
１
８
９
）

源
頼
朝
、
奥
州
征
伐
に
出
発
す
る

◆
源
範
頼
・
毛
呂
季
光
ら
こ
れ
に
随ず

い
じ
ん陣

す
る
（
『
吾

妻
鏡
』）

源
頼
朝
、
藤
原
泰や

す
ひ
ら衡

を
討
ち
、
奥
州
を
平
定
す
る

建
け
ん
き
ゅ
う久

元
年
（
１
１
９
０
）

源
頼
朝
、
上
洛
す
る

◆
畠
山
重
忠
・
毛
呂
季
光
ら
武
蔵
武
士
が
こ
れ
に

随
う
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
２
年
（
１
１
９
１
）

鎌
倉
大
火

◆
鎌
倉
大
火
の
報
に
、
毛
呂
季
光
、
最
前
に
馳
せ

参
じ
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
３
年
（
１
１
９
２
）

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る

◆
源
頼
朝
、
永よ

う

ふ

く

じ

福
寺
の
落ら

っ

け

い

く

よ

う

慶
供
養
に
臨
む
。
毛
呂

季
光
ら
こ
れ
に
参
列
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
４
年
（
１
１
９
３
）

◆
毛
呂
季
光
、
源
頼
朝
の
曽
我
五
郎
尋
問
に
陪
席

す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
５
年
（
１
１
９
４
）

◆
幕
府
、
祈
願
寺
社
の
奉
行
を
定
め
、
三
浦
義よ

し
ず
み澄

ら
を
永
福
寺
の
奉
行
、
毛
呂
季
光
を
同
寺
薬
師
堂

の
奉
行
と
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
６
年
（
１
１
９
５
）

◆
毛
呂
季
光
、
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う条

家
長
と
相
争
い
合
戦
に
及
ば

ん
と
す
る
。
幕
府
、
和
田
義
盛
を
し
て
こ
れ
を
和

解
せ
し
む
。
家
長
出
仕
停
止
。
季
光
、
頼
朝
よ
り

直
接
の
注
意
の
み
（
『
吾
妻
鏡
』）

◆
源
頼
朝
、
東
大
寺
供
養
に
臨
む
。
毛
呂
季
光
・

山
名
義よ

し
の
り範

・
大
内
惟こ

れ
よ
し義

ら
参
堂
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

◆
源
頼
朝
、
鶴
岡
八
幡
宮
臨
時
祭
に
臨
む
。
北
条

泰
時
・
毛
呂
季
光
ら
こ
れ
に
供
奉
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

正し
ょ
う
じ治

元
年
（
１
１
９
９
）

源
頼
朝
（
53
歳
）
没
す
る

建け
ん
に
ん仁

３
年
（
１
２
０
３
）

北
条
時
政
、
比
企
能よ

し
か
ず員

を
殺
害
す
る

建け
ん
え
い永

元
年
（
１
２
０
６
）

◆
毛
呂
季
光
、
没
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
（
『
「
毛
呂

系
図
」
栗
原
本
等
』）

◆
毛
呂
季
光
の
主
な
動
き

　

毛
呂
の
姓
を
持
ち
、
毛
呂
山
の
地 

に
居き

ょ

を
構
え
た
と
さ
れ
て
い
る
鎌

倉
武
士
「
毛
呂
季
光
」
。
季
光
は
鎌

倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
に
重
臣

と
し
て
仕
え
る
な
ど
、
毛
呂
氏
の

な
か
で
も
最
も
活
躍
し
た
と
さ
れ

る
人
物
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
名

は
、
鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『
吾あ

づ

ま妻 
鏡か

が
み』

に
た
び
た
び
出
て
く
る
も
の

の
、
詳
し
い
功
績
な
ど
は
あ
ま
り

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
数
少
な
い
史

実
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
毛
呂
季

光
の
功
績
な
ど
に
迫
り
ま
す
。

明治15年（1882）9月、毛呂氏子孫の山田吉
よしのり

令、大谷木季
すえとし

利らによって大谷木地内に建てられた「季光公之碑」

毛呂季光像（想像画）

（杉田鐘
しょう

治
じ

氏画）
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特集・鎌倉武士『毛呂季光』

Moroyama 人物伝

毛
呂
季
光
が
生
き
た
時
代
の
年
表

保ほ
う
え
ん延

３
年
（
１
１
３
７
）

◆
毛
呂
季
光
、
こ
の
頃
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る

久
き
ゅ
う
あ
ん安

３
年
（
１
１
４
７
）

源
頼
朝
、
義
朝
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
母
は

熱
田
大
宮
司
藤
原
季す

え
の
り範

の
女

保ほ
う
げ
ん元

元
年
（
１
１
５
６
）

保
元
の
乱
／
崇
徳
上
皇
、
讃
岐
国
（
現
香
川
県
）

へ
配
流
さ
れ
る

平へ

い

じ治
元
年
（
１
１
５
９
）

平
治
の
乱
／
平
清
盛
、
藤
原
信
頼
・
源
義
朝
ら
を

破
る

永
え
い
り
ゃ
く暦

元
年
（
１
１
６
０
）

源
頼
朝
、
伊
豆
国
（
現
静
岡
県
）
へ
配
流
さ
れ
る

仁に
ん
あ
ん安

２
年
（
１
１
６
７
）

平
清
盛
、
従
一
位
太
政
大
臣
に
昇
進
す
る

治じ
し
ょ
う承

４
年
（
１
１
８
０
）

源
頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
す
る

◆
源
頼
朝
が
相
模
大
倉
郷
の
新し

ん
だ
い第

に
移
る
際
、
毛

呂
季
光
が
頼
朝
の
御ぎ

ょ

が駕
に
供ぐ

ぶ奉
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

寿じ
ゅ
え
い永

２
年
（
１
１
８
５
）

平
家
、
壇
ノ
浦
に
滅
ぶ

文ぶ

ん

じ治
２
年
（
１
１
８
６
）

◆
源
頼
朝
、
毛
呂
季
光
を
豊ぶ

ん

ご後
（
現
大
分
県
な
ど
）

国
司
に
推
挙
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

◆
毛
呂
季
光
、
鎌
倉
に
出
府
し
、
頼
朝
に
盃は

い
し
ゅ酒

を

献
ず
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

文
治
４
年
（
１
１
８
８
）

◆
源
頼
朝
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
大だ

い

ほ

う

え

法
会
に
臨
む
。
毛

呂
季
光
ら
こ
れ
に
随
う
（
『
吾
妻
鏡
』）

文
治
５
年
（
１
１
８
９
）

源
頼
朝
、
奥
州
征
伐
に
出
発
す
る

◆
源
範
頼
・
毛
呂
季
光
ら
こ
れ
に
随ず

い
じ
ん陣

す
る
（
『
吾

妻
鏡
』）

源
頼
朝
、
藤
原
泰や

す
ひ
ら衡

を
討
ち
、
奥
州
を
平
定
す
る

建
け
ん
き
ゅ
う久

元
年
（
１
１
９
０
）

源
頼
朝
、
上
洛
す
る

◆
畠
山
重
忠
・
毛
呂
季
光
ら
武
蔵
武
士
が
こ
れ
に

随
う
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
２
年
（
１
１
９
１
）

鎌
倉
大
火

◆
鎌
倉
大
火
の
報
に
、
毛
呂
季
光
、
最
前
に
馳
せ

参
じ
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
３
年
（
１
１
９
２
）

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る

◆
源
頼
朝
、
永よ

う

ふ

く

じ

福
寺
の
落ら

っ

け

い

く

よ

う

慶
供
養
に
臨
む
。
毛
呂

季
光
ら
こ
れ
に
参
列
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
４
年
（
１
１
９
３
）

◆
毛
呂
季
光
、
源
頼
朝
の
曽
我
五
郎
尋
問
に
陪
席

す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
５
年
（
１
１
９
４
）

◆
幕
府
、
祈
願
寺
社
の
奉
行
を
定
め
、
三
浦
義よ

し
ず
み澄

ら
を
永
福
寺
の
奉
行
、
毛
呂
季
光
を
同
寺
薬
師
堂

の
奉
行
と
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

建
久
６
年
（
１
１
９
５
）

◆
毛
呂
季
光
、
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う条

家
長
と
相
争
い
合
戦
に
及
ば

ん
と
す
る
。
幕
府
、
和
田
義
盛
を
し
て
こ
れ
を
和

解
せ
し
む
。
家
長
出
仕
停
止
。
季
光
、
頼
朝
よ
り

直
接
の
注
意
の
み
（
『
吾
妻
鏡
』）

◆
源
頼
朝
、
東
大
寺
供
養
に
臨
む
。
毛
呂
季
光
・

山
名
義よ

し
の
り範

・
大
内
惟こ

れ
よ
し義

ら
参
堂
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

◆
源
頼
朝
、
鶴
岡
八
幡
宮
臨
時
祭
に
臨
む
。
北
条

泰
時
・
毛
呂
季
光
ら
こ
れ
に
供
奉
す
る
（
『
吾
妻
鏡
』）

正し
ょ
う
じ治

元
年
（
１
１
９
９
）

源
頼
朝
（
53
歳
）
没
す
る

建け
ん
に
ん仁

３
年
（
１
２
０
３
）

北
条
時
政
、
比
企
能よ

し
か
ず員

を
殺
害
す
る

建け
ん
え
い永

元
年
（
１
２
０
６
）

◆
毛
呂
季
光
、
没
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
（
『
「
毛
呂

系
図
」
栗
原
本
等
』）

◆
毛
呂
季
光
の
主
な
動
き

毛
呂
季
光
が
生
ま
れ
た
頃
の
時
代
背
景

　

毛
呂
季
光
が
生
ま
れ
た
の
は
、
平
安
時
代

（
７
９
４
～
１
１
８
５
年
頃
）
末
期
。
そ
の
こ
ろ

の
政
治
の
中
心
は
、
京
都
で
あ
り
、
院
政
時
代

で
あ
っ
た
。
院
政
と
は
、
院
号
を
得
た
上
皇
ま

た
は
法
皇
が
、
直
系
の
子
孫
に
あ
た
る
天
皇
を

後
見
し
な
が
ら
国
政
を
主
導
す
る
政
治
形
態
の

こ
と
で
あ
る
。
季
光
が
生
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
頃
は
、
鳥
羽
法
皇
が
院
政
を
し
い
て
い
た
。 

　

し
か
し
、
１
１
５
６
年
の
保
元
の
乱
、
１
１ 

５
９
年
の
平
治
の
乱
に
よ
っ
て
、
武
士
に
よ
る

政
治
へ
の
進
出
に
拍
車
が
か
か
り
、
時
代
は
院

政
か
ら
武
士
が
実
権
を
握
る
世
へ
移
っ
て
い
っ

た
。
平
治
の
乱
で
、
藤
原
通み

ち
の
り憲

（
信し

ん
ぜ
い西

）
と
結
ん

だ
平
清
盛
は
、
藤
原
信の

ぶ
よ
り頼

・
源
義よ

し
と
も朝

ら
を
敗
り
、

政
権
を
掌
握
す
る
こ
と
と
な
る
。

源
頼
朝
の
台
頭
と
毛
呂
季
光

　

平
治
の
乱
で
敗
死
し
た
源
義
朝
の
子
、
頼
朝

鶴岡八幡宮（鎌倉市）

は
、
１
１
６
０
年
に
平
清
盛
に
よ
っ
て
伊
豆
国

（
現
在
の
静
岡
県
）
に
配
流
さ
れ
る
が
、
20
年
後

の
１
１
８
０
年
に
伊
豆
で
平
氏
打
倒
の
兵
を
挙

げ
る
。
同
年
10
月
、
隅
田
川
に
陣
を
張
っ
た
頼

朝
の
も
と
に
、
毛
呂
季
光
は
、
畠
山
重
忠
と
と

も
に
招
か
れ
参
向
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
『
大
谷

木
家
系
図
』）
。

　

そ
の
後
、
源
頼
朝
は
、
１
１
８
４
年
に
弟
で

あ
る
源
範の

り
よ
り頼

・
義よ

し
つ
ね経

を
遣
わ
し
源
義
仲
を
倒
し
、

翌
１
１
８
５
年
に
壇
ノ
浦
に
お
い
て
平
家
を
滅

ぼ
す
。
そ
し
て
同
年
、
守
護
・
地
頭
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
武
家
に
よ
る
全
国
支
配
の
道
を
開

い
た
。
ま
た
、
１
１
９
０
年
に
は
、
奥
州
藤
原

氏
を
滅
ぼ
し
、
１
１
９
２
年
、
征
夷
大
将
軍
に

な
り
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、

毛
呂
季
光
は
、
１
１
８
０
年
に
源
頼
朝
の
陣
に

参
じ
て
か
ら
後
、
常
に
頼
朝
の
側
に
仕
え
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。　

伝源頼朝像（京都府神護寺所蔵）
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【
巻
一
】
（
左
写
真
）

治
承
４
年
（
１
１
８
０
）
12
月

　
　

頼
朝
、
新
造
の
大
倉
邸
に
移い

し徙
の
儀

を
行
う
。
毛
呂
季
光
は
頼
朝
の
馬
の
右

に
供
奉
す
る
。

【
巻
六
】
（
右
下
写
真
）

文
治
２
年
（
１
１
８
６
）
２
月

　
　

頼
朝
、
諸
国
の
国
司
の
事
に
つ
い
て
、

数
か
条
を
京
都
へ
奏
上
す
る
。
毛
呂
季

光
を
豊
後
国
の
国
司
に
推す

い
き
ょ挙

す
る
。

同
年
６
月　

 

　
　

毛
呂
豊
後
守
季
光
、
頼
朝
へ
盃は

い
し
ゅ酒

を

献
上
す
る
。

文
治
４
年
（
１
１
８
８
）
３
月

　
　

鶴
岡
八
幡
宮
で
大

だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経
の
供
養
大だ

い

法ほ

う

え会
が
行
わ
れ
る
。
毛
呂
季
光
、
頼
朝

の
御ご

ご後
に
布ほ

い衣
を
着
て
供ぐ

ぶ奉
す
る
。

【
巻
九
】

文
治
５
年
（
１
１
８
９
）
６
月

　
　

鶴
岡
八
幡
宮
の
御
塔
の
供
養
に
、
毛

呂
季
光
、
頼
朝
の
御
後
に
列
を
組
ん
で

従
う
。

同
年
７
月　

　
　

毛
呂
季
光
、
頼
朝
の
奥
州
征
伐
に
従

い
出
陣
す
る
。

【
巻
十
】

建
久
元
年
（
１
１
９
０
）
９
月

　
　

頼
朝
上
洛
す
る
。
毛
呂
季
光
は
一
門

に
列
せ
ら
れ
、
随ず

い
へ
い
き

兵
記
に
「
殿
」
の
字

が
加
え
ら
れ
た
。

同
年
11
月　

　
　

頼
朝
行
列
、
六ろ

く

は

ら

波
羅
に
到
着
す
る
。

毛
呂
季
光
後
陣
の
随
兵
（
十
三
番
目
）

と
し
て
従
う
。

【
巻
十
一
】

建
久
２
年
（
１
１
９
１
）
３
月

　
　

鎌
倉
大
火
に
よ
り
幕
府
、
鶴
岡
若
宮
、

御
家
人
の
屋
敷
等
焼
亡
す
る
。
毛
呂
季

光
最
前
に
馳は

せ
参さ

ん

じ
る
。

【
巻
十
二
】

建
久
３
年
（
１
１
９
２
）
11
月

　
　

鎌
倉
永よ

う

ふ

く

じ

福
寺
の
供
養
が
行
わ
れ
た
。

毛
呂
季
光
、
頼
朝
の
御
後
の
供
奉
人
と

し
て
布
衣
を
着
て
従
う
。

【
巻
十
三
】

建
久
４
年
（
１
１
９
３
）
５
月

　
　

頼
朝
、
曾そ

　
が
　
ご
ろ
う

我
五
郎
を
尋
問
す
る
。
毛

呂
季
光
そ
の
場
に
伺し

こ

う候
す
る
。

【
巻
十
四
】

建
久
５
年
（
１
１
９
４
）
12
月

　
　

毛
呂
季
光
、
永
福
寺
薬
師
堂
の
奉
行

人
に
な
る
。

　
　

永
福
寺
内
に
新
造
さ
れ
た
薬
師
堂
の

供
養
が
行
わ
れ
、
毛
呂
季
光
、
布
施
取

役
を
勤
め
る
。

【
巻
十
五
】

建
久
６
年
（
１
１
９
５
）
１
月

　
　

毛
呂
季
光
、
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う条

家
長
（
現
熊
谷
市 

出
身
の
御
家
人
）
と
喧け

ん

か嘩
を
起
こ
す
。

同
年
３
月

　
　

頼
朝
、
石い

わ
し
み
ず

清
水
・
佐さ

め

う

し

女
牛
若
宮
八
幡

宮
の
臨
時
祭
に
参さ

ん
け
い詣

す
る
。
毛
呂
季
光

『
吾
妻
鏡
』
に
書
か
れ
た
毛
呂
季
光
の
活
躍

「加々美次郎長清が（頼朝の）馬の左につき、毛呂冠者季光が同じく

右についた」

『吾妻鏡　巻一』（国立公文書館）

後こ

う

き騎
を
勤
め
る
。

　
　

頼
朝
、
東
大
寺
供
養
の
た
め
、
奈
良

東
南
院
（
大
仏
殿
の
東
南
に
あ
り
、
現

在
の
東
大
寺
本
坊
）
に
到
着
す
る
。
毛

呂
季
光
、
狩

か
り
し
ょ
う
ぞ
く

装
束
で
頼
朝
の
御ぎ

ょ
し
ゃ車

に
従

う
。

　
　

頼
朝
、
東
大
寺
の
供
養
に
参さ

ん
ど
う堂

す
る
。

毛
呂
季
光
ら
こ
れ
に
供
奉
す
る
。

同
年
４
月

　
　

頼
朝
、
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
す
る
。

毛
呂
季
光
、
前ぜ

ん

く駆
を
勤
め
る
。

同
年
５
月

　
　

頼
朝
、
四
天
王
寺
に
参
詣
す
る
。
毛

呂
季
光
、
頼
朝
の
御
車
の
御
後
に
水す

い
か
ん干

姿
で
従
う
。

同
年
８
月

　
　

鶴
岡
放ほ

う
じ
ょ
う
え

生
会
が
行
わ
れ
、
毛
呂
季
光

ら
召め

さ
れ
た
廻か

い
ろ
う廊

に
伺
候
す
る
。

同
年
10
月

　
　

鶴
岡
臨
時
祭
が
行
わ
れ
、
頼
朝
、
参

詣
す
る
。
毛
呂
季
光
ら
、
こ
れ
に
供
奉

す
る
。

「一、毛呂太郎藤原季光を国司に任ずべ

き事

この者は、大宰権帥（藤原）季仲卿の

子孫である。性格はすこぶる穏やかで、

（後白河院の）お考えによく叶うでしょ

う。何にせよ適当であるので、（頼朝 

の）御分国である豊後国に推挙申し上

げる」

『吾妻鏡　巻六』（国立公文書館）

5 広報もろやま　10月１日号 4広報もろやま　10月１日号



特集・鎌倉武士『毛呂季光』

Moroyama 人物伝

資料提供
P3 伝源頼朝像（京都府神護寺）／ P3 鶴岡

八幡宮写真（鎌倉市鶴岡八幡宮）／ P4 吾

妻鏡（国立公文書館）／ P3 毛呂季光像、

P5 治承 4 年頼朝鎌倉入邸随行図（杉田鐘

治氏）／ P2-5 歴史民俗資料館

参考文献
毛呂山町史／新毛呂山町史／毛呂山町史

料集【第３集】源頼朝の重臣『毛呂季光』

／改訂版日本史Ⓑ用語集（山川出版社）

◆
毛
呂
季
光
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

　

人
の
た
め
に
！

毛
呂
山
町
合
併
60
周
年
記
念

第
18
回
特
別
展

『
鎌
倉
御
家
人
・
毛
呂
季
光
の
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
末ま

つ
え
い裔

た
ち
』

日
に
ち　

11
月
15
日
土
～
平
成
27
年
１
月

　

25
日
日

内
容　

歴
史
書
の
中
に
記
さ
れ
た
毛
呂
季

光
と
、
戦
国
時
代
に
再
び
歴
史
の
舞
台

に
登
場
す
る
季
光
末
裔
の
毛
呂
一
族
の

活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

毛
呂
氏
ゆ
か
り
の
三さ

ん

ざ

ん山
を
歩
く

㊐　

11
月
30
日
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時

内
容　

臥が
り
ゅ
う龍

山
、
龍り

ゅ

う

が

い

ケ
谷
山
、
石せ

き
そ
ん尊

山
を

　

巡
り
、
毛
呂
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
、
城
館

 

治承4年頼朝鎌倉入邸随行図（想像画）

（杉田鐘治氏画）

考察「源頼朝と毛呂季光」

　毛呂季光は、鎌倉幕府を開いた源頼朝の側近と
して活躍した武蔵国（埼玉県など）を代表する鎌
倉武士です。ところが、同じ鎌倉武士でも江戸時
代から人気があった畠山重忠や熊谷直実などと比
べて、あまり目立った存在ではありませんでした。
これは一つに季光が、『平家物語』などに登場する
ことがなく、源平合戦などで戦場を駆け回るといっ
た働きがなかったことによるものと推察できます。
また、重忠をはじめ、比企氏など多くの鎌倉武士
が北条氏との政争に敗れ、悲劇的な最期を遂げま
したが、季光にはそのようなことがなかったこと
も、その一因と考えらます。しかし、近年一般向
けの鎌倉時代の研究書にも、季光の幕府内の重要
性が認識されるようになってきています。
　季光が、頼朝の御分国（知行国）の一つであっ
た豊後国（大分県など）の国守に推挙され、源氏
の門葉（一族）に准ずる待遇を受けていたことは『吾
妻鏡』が記するところです。これは伊豆に配流中
の頼朝を物心両面から支えた比企氏や他の功臣に
比べていかにも殊

しゅぐう

遇といえます。武蔵武士として、
さしたる軍功もなく、それほど大きな勢力でもな

かったと考えられる毛呂季光が、なぜここまで頼
朝に厚遇を受けたのでしょうか。『吾妻鏡』は、「毛
呂太郎藤原季光国司の事」で、推挙の理由の第一
に「これ大

だざい

宰権
ごんのそち

帥季
すえなか

仲卿の孫なり」を挙げています。
季光の出自である小

お の の み や け

野宮家は、その祖である摂政
関白太政大臣実頼は別格としても、代々二位、三
位の階位を授けられた上級貴族でありました。し
かし、藤原氏を祖にもつ鎌倉武士は多く、それだ
けで頼朝が季光を准門葉（門葉に准じた処遇）と
したとは考えにくいのも事実です。
　頼朝の母が熱田大宮司藤原季

すえのり

範の女であったこ
とは一般的に知られていますが、実は女系をたど
ると、頼朝と季光は血が繋がっていたと考えられ
るのです。熱田大宮司家は藤原南家の一流の家柄、
季光の小野宮家は九条家に次いで藤原北家を代表
する家柄です。いわば熱田大宮司家と小野宮家そ
のものが遠戚なのです。すなわち、季範の高祖父
永
ながより

頼と季仲の高祖母は兄妹（姉）で、藤原南家７
代尹

まさふみ

文の子なのです。頼朝が季光を源家一門に准
じた理由は、このあたりにあったのではないかと
考えます。

毛呂山町文化財保護審議委員長　内野勝
まさひろ

裕

　

を
訪
ね
ま
す
。

集
合
場
所　

出い

ず

も雲
伊い

わ

い

波
比
神
社

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
歩
き
や
す
い

　

服
装
・
靴

郷
土
歴
史
講
座

『
（
仮
）
源
頼
朝
と
毛
呂
季
光
』

㊐　

12
月
７
日
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

30
分

内
容　

毛
呂
季
光
が
鎌
倉
幕
府
の
初
代
将

　

軍
源
頼
朝
に
重
用
さ
れ
た
背
景
な
ど
を

　

紹
介
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

申
・
問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―

　

８
２
８
２

※
定
員
、
申
込
み
期
間
な
ど
の
詳
細
は
、

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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